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近年発生した災害の事例
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台風18号（鬼怒川の決壊）平成27年9月発生
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地球の表面は、「プレート」と呼ばれる厚さ

数十キロメートルの巨大な板状の岩盤に覆わ

れています。 

このプレートは、年間に数センチメートルから

十数センチメートルという、非常にゆっくり

とした速さで動いています。

過去の南海トラフ地震は、100年から150年の周期で繰り返し発生しています。

時には、東海・東南海・南海地震が同時に、または連動して発生しています。

南海トラフを震源とするM８～M９クラスの地震発生確率は、今後30年以内に

70％の確率で発生すると言われています。
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【地震から身をまもる】

地震発生時の基本的な「行動方針」

【2ページ参照】
（1） 近い将来に高い確率で発生するといわれている南海トラフ巨大地震の説明。（啓発動画あり。）

（2） 『地震発生！こんな場所にいたらどうする？』　【4～6ページ参照】

発表：記入が済んだら生徒に自分が考える緊急時の行動のとり方について発表してもらう等

（3） 解説の進め方　【6ページ参照】

Case①

Case②

Case③

Case④

≪まとめ≫

その他のケースとしてエレベータの中で地震に遭遇した時と緊急地震速報を見聞きした時の内容も解説
に入っております。

「高い建物がある街中」ではビルの窓ガラスや外壁などの落下物にも要注意。頭を守りながら建物
から離れた場所への避難。避難できそうな場所が近くに無い場合は、丈夫そうな建物へ
一時的に避難。

時にもとっさに危険な場所を離れて一時的な避難場所へ逃げることが出来ます。

応じた行動が取れるかどうかが重要になります。

　以上が基本的な地震発生時の避難行動になりますが、４つのケースとも場所や状況に応じて瞬時に
正しい行動が取れるように日頃から防災意識をもっておくことが大切です。

　そのためには自分たちが暮らすまちのことをよく知っておくことも大切なことです。
　自分達が暮らすまちの安全な場所や危険な場所などを普段からチェックしておけば、いざ地震が発生した

　ある程度いろんな意見が出たら、6ページの解説を配布して自分の書いた内容と認識の違いがあるのか、
無いのか確認してもらう。

　地震が起きたときは、何よりも自分の命を守るとゆうこと、そしてけがをしないことが一番大事です。
　緊急地震速報を受けたり、地震の揺れを感じたら、まず身の安全を最優先に行動しましょう。

「キッチンで調理中」では火災を防ぐためでも、揺れている最中に無理に火を消しには行かないこと。
　まずは自分の身をまもることを優先し、ある程度揺れが小さくなってから余震に備えて火を
消してガスの元栓を閉めることを理解してもらう。

「ブロック塀が長く続く道」では地震の時にブロック塀は倒れてくる場合があるとゆうこと。
　特に古いブロック塀は倒れてくる可能性が高いため出来るだけブロック塀からは離れるとゆう

冷静に外へ出るタイミングを判断をすることが重要。外へ出る際には上からの落下物に要注意。

認識をもってもらう。補足説明として自動販売機の転倒や看板などが落下してくる危険性もある。

「デパートで買い物中」では積み上げられて陳列された商品の落下や棚の転倒による危険性。
　自分の身を守りながら、建物内の商品棚や上からものが落ちてこない場所への一時避難。
　補足説明として新しく丈夫な建物であれば慌てて外へは逃げずに、建物内の安全なスペースで

進め方資料（地震のはなし1）

行動をとればよいのかを自分自身で考えて記入してもらいます。

≪目的≫

≪進め方≫

　常日頃から地震に遭遇した時の対応を十分に理解しておくことで、いざという時にあわてず正しい行動が
とれることを目的としています。

　日本列島の太平洋沖の広い震源域で連動して起こると警戒されているマグニチュード(M)9級の巨大地震。

　南海トラフは約１００～１５０年の間隔で大地震が繰り返し発生している。
　前回の東南海・南海地震から70年程経過しており地震発生確率は今後３０年以内に、７０％程度と
いわれている。
　こういった状況から地震発生時における正しい行動を身に付けておくことの重要性を理解してもらう。

　災害は、いつ・どこで発生するか分かりませんので、災害に遭遇した時に自分のいる場所や周りの状況に

　自分の身を守るために、【資料①】にあります4つの場面を想像してみてどのような危険があって、どういった
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①どのような危険が考えられますか？ ①どのような危険が考えられますか？

②どのような行動をとればいいですか？ ②どのような行動をとればいいですか？

①どのような危険が考えられますか？ ①どのような危険が考えられますか？

②どのような行動をとればいいですか？ ②どのような行動をとればいいですか？

（記入用紙）
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【家の中の地震対策】

地震に備えた準備　「事前対策」

（1）

大切です。

（2）『危険な所がないかチェックしてみよう！』　8～9ページ参照

（3）

≪まとめ≫

知ってもらう。

　時間に余裕があれば家具等の配置をどのように変更すれば、危険箇所が少なくなるのかを間取り図
に記入して考えてもらう。

　今回の内容については地震対策の一部にしかすぎませんので、今後は非常用持ち出し品や備蓄食料等
の準備、他にも緊急時の連絡方法等についても家族で話し合ってもらえればと思います。

　このチェック方法を利用して今度は自分が暮らす家の中をチェックしてみて危険箇所があれば、その対策を

家族で話し合ってもらい家の中の地震対策を少しづつでもはじめるきっかけになればと思います。

進め方資料（地震のはなし2）

内容を記入して、その番号を平面図に記入してもらいます。

『対策方法を考えてみよう！』　12～13ページ参照。7分程度の啓発動画あり。

　こちらは最終的には自分が暮らす家のチェックをしてもらために、そのためのチェックするポイントを
別紙にあります家の間取りが解るイラストを見ながら危険箇所を考えてもらいます。

した家具がドアをふさいで逃げ遅れる
など、多数の被害が報告されました。
　こういった教訓から被害を最小限に

（４分30秒程度の啓発用映像あり。東京消防庁）

抑えるためには、家具類の転倒・落下・
移動防止の対策をしておくことが非常に

では建物には特別な被害がなかったの
にもかかわらず、家具の転倒や下敷き、

　対策方法について詳しく解説した映像を観てもらい危険箇所の対策として、どのような方法があるのか

≪目的≫

自分が暮らす家の危険性を知り、地震による家具等の転倒・落下・移動対策を事前にしてもらうための
対策を家族のみんなで考えてもらうことを目的としています。

≪進め方≫
家の地震対策の必要性を説明。

　平成７年に起こった阪神・淡路大震災

　チェックするにあたっては参考のチェックリストを作ってますので、上から順に読んで該当すると思う内容
についてはチェックリストの番号を右の間取り平面図に記入してもらいます。
　項目によっては該当しないものもありますので、よく考えて記入してもらう。
　チェックリストの項目に無いものでも危険と思った箇所があれば、チェックリストのその他の所に危険と思う

　このイラストの家は新しく地震に強い建物で、家の中の地震対策はいっさいしていないと想定してください。

　この家が大地震に遭遇したと想像してもらい、危険と思われる箇所を考えてもらいます。

　平面図への記入が済んで、この家の危険箇所がわかったら、この家の特に危険と思われる箇所の
回答例（10～11ページ参照）もありますので、自分が記入した内容と見比べてもらいます。

ガラスの散乱によりケガをしたり、転倒
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この家は新しく地震に強い建物ですが、家の中の地震対策はいっさいしておりません。

⑫ 上下に分かれている家具の、上下を連結していない。
⑬ 本棚や食器棚などの扉に収納物が飛び出さない対策をしていない。（扉に開放防止器具）

⑪

家の中の地震対策　（危険箇所チェック）

上の絵を見て地震が発生した場合に危険と思われる所を見つけてください。
下のチェックリスト（危険箇所）に当てはまる項目番号を右の間取り図に記入していきましょう。

① テレビの落下・転倒対策をしていない。またはテレビ台についても転倒・移動対策をしていない。
チェックリスト（危険箇所）

⑧ 窓や家具類のガラスに飛散防止フィルムを張るなど、飛散防止をしていない。
⑨ 家具類や食器棚の転倒対策をしていない。
家具類や本棚が転倒・落下・移動する所に、ベット（寝るところ）がある。またはドアや通路をふさいでしまう。⑩

⑭ 本棚や食器棚などの収納に、できるだけ下に重いものを置く対策をしていない。
⑮

② テレビが転倒・落下・移動する所に、ベット（寝るところ）がある。またはドアや通路をふさいでしまう。
③ 冷蔵庫の転倒・移動対策をしていない。
④ 冷蔵庫が転倒・移動すると、避難の障害になる場所に置いている。
⑤ 冷蔵庫の上に、重い物を固定せずに置いている。
⑥ 電子レンジをレンジ台などに固定していない。またはレンジ台も固定していない。
⑦ 窓や家具類のガラスやガラス製品の近くに、家電製品など転倒すると割ってしまうものを置いている。

つり下げ式の照明器具や額縁などの落下防止対策をしていない。

家具類の上に、重い物やガラス製品を置いている。

マンションの１４階以上の場合は、以下のことについてもチェックしましょう.。

その他（チェック項目以外で危険な所あれば記入しましょう。）

⑳

⑰ 壁に接していないテーブル等には、脚に滑り止めをしている。

⑱

⑲

⑯ キャスター付き家具類を動かさないときはキャスターロックまたは、着脱式ベルトなどで壁につなげる対策をしていない。
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○

本
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コ
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ポ
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電子
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冷蔵庫

ス
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オ

下駄箱

花
瓶

トイレ

ﾃｰﾌﾞﾙ

下
駄
箱

（上下2段）

（ｶﾞﾗｽ扉）

額
縁

掛
け
時
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この家は新しく地震に強い建物ですが、家の中の地震対策はいっさいしておりません。

⑰ 壁に接していないテーブル等には、脚に滑り止めをしている。

その他（チェック項目以外で危険な所あれば記入しましょう。）

⑱ ピアノの転倒対策をしていない。

⑲ プロパンガスの転倒対策をしていない。倒れるとドアをふさいでしまう。

家の中の地震対策　（危険箇所チェック）　回答例

上の絵を見て地震が発生した場合に危険と思われる所を見つけてください。

② テレビが転倒・落下・移動する所に、ベット（寝るところ）がある。またはドアや通路をふさいでしまう。

電子レンジをレンジ台などに固定していない。またはレンジ台も固定していない。

チェックリスト（危険箇所）

本棚や食器棚などの扉に収納物が飛び出さない対策をしていない。（扉に開放防止器具）
⑭ 本棚や食器棚などの収納に、できるだけ下に重いものを置く対策をしていない。
⑮ つり下げ式の照明器具や額縁・掛け時計などの落下防止対策をしていない。

マンションの１４階以上の場合は、以下のことについてもチェックしましょう.。

⑳

⑪

① テレビの落下・転倒対策をしていない。またはテレビ台についても転倒・移動対策をしていない。

④ 冷蔵庫が転倒・移動すると、避難の障害になる場所に置いている。
③ 冷蔵庫の転倒・移動対策をしていない。

⑤ 冷蔵庫の上に、重い物を固定せずに置いている。
⑥
⑦ 窓や家具類のガラスやガラス製品の近くに、家電製品など転倒すると割ってしまうものを置いている。
⑧ 窓や家具類のガラスに飛散防止フィルムを張るなど、飛散防止をしていない。

⑯ キャスター付き家具類を動かさないときはキャスターロックまたは、着脱式ベルトなどで壁につなげる対策をしていない。

家具類の上に、重い物やガラス製品を置いている。
⑫ 上下に分かれている家具の、上下を連結していない。
⑬

下のチェックリスト（危険箇所）に当てはまる項目番号を右の間取り図に記入していきましょう。

⑨ 家具類や食器棚の転倒対策をしていない。
⑩ 家具類や本棚が転倒・落下・移動する所に、ベット（寝るところ）がある。またはドアや通路をふさいでしまう。
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○

プロパンガスの転倒対策をしていない。倒れるとドアをふさいでしまう。

ピアノの転倒対策をしていない。
その他

回答例

⑱

⑲

本
棚

カウンター

本棚 タンス

浴室

食器棚

洗面所

キッチン

ロー

ﾃｰﾌﾞﾙ

ソ
フ
ァ
ー

ベ
ッ
ド

玄
関

階
段

廊下

リビング

洋
室

額
縁

ピ
ア
ノ

タ
ン
ス

コ
ン
ポ

本棚

電子

レンジ 冷蔵庫

ス
テ
レ
オ

下駄箱

花
瓶

トイレ

ﾃｰﾌﾞﾙ

⑩

①

⑬

③
④

⑥

⑧⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

⑨

⑨

⑨ ⑨

⑨

⑨

下
駄
箱

⑩

⑩

⑩

⑪

⑪

⑪

⑫⑬

⑬

⑬

⑬

⑱

⑲

⑮⑩

⑩

⑧ ⑬

（上下2段）

（ｶﾞﾗｽ扉）

⑩

⑭

掛
け
時

額
縁
⑮

⑮
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家の中の地震対策グッズ

※【その他】身近なもので転倒防止対策

家具類の転倒防止対策

　　　器具を使った固定がすぐにできない場合は、身近にありそうな段ボールなどを使って家具を固定します。
　　　家具が回転して倒れないよう、家具と天井のすき間を埋めるのも家具転倒防止には有効です。

ガラスの飛散防止フィルム 各部屋にスリッパ

扉の開閉防止ストッパー電化製品の地震対策
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新聞紙を使った簡易スリッパの作り方 

新聞紙を半分に折った状態からスタート。 
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